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15：30 ～ 17：00 ▶フリドリヒナウマン財団のセッションに参加。テーマは『北東アジアの
歴史和解と平和構築の課題』（Historical	Reconciliation	and	Challenges	 for	Establishing	
peace	in	Northeast）




19：00 ～ 20：20 ▶済州フォーラム組織委員長主催による晩餐会に参加。多摩大学訪問団及び
日本経営者訪問団がテーブルを囲み食事を取った。




9：00 ～ 10：20 ▶カーリー ・フィオリー ナ氏（元ヒューレッドパッカ ドーＣＥＯ）による特別講演に参
加。テーマは『起業家精神と女性リー ダーシップ』（Entrepreneurship	and	Female	Leadership）













13：20 ～ 14：40 ▶韓国外交部セッションに参加。テーマは『気候変化対応と経済的影響』
15：00 ～ 16：20 ▶日中韓 3 国協力事務局のセッションに参加。テーマは『低炭素成長のため
の協力モデル構築─日中韓都市間協力可能性』
16：40 ～ 18：00 ▶多摩大学主催セッション参加。下村博文文部科学大臣による基調講演、川
合アユム One	World 会長・行徳哲男先生・ジョンドック前韓国産業資源部長官パネリスト
による議論。テーマは、『アジアの平和と日韓関係』（Korea-Japan	Relation	for	Asia	Peace）
18：00 ～ 19：20 ▶済州国際自由都市開発センター理事長主催による晩餐会に参加。
19：20 ～ 21：20 ▶下村博文文部科学大臣を囲む懇談会。日本経営者訪問団並びに多摩大学生
が下村大臣と質疑応答。懇談会後記念撮影
（第 3日目　5月 31日（土））
10：30 ～ 11：30 ▶済州民俗村を視察
12：00 ～ 12：30 ▶韓国料理店にて昼食
13：00 ～ 14：30 ▶済州島エコパークを視察


































































































　 2 つ目は、韓国の通商戦略は、大胆かつスピーディーで TPP（環太平洋戦略的経済連携協
定）までも視野に入れていることである。韓国は、EU・インド・米国など 9 の国・地域との
FTA が発効しており、実に世界人口の 4 割である 28 億人のフリーマーケットを手に入れて
いる。また、12 の国・地域とも署名・交渉しており、特に注目されるのが韓中 FTA である。



















































































も一歩前進できたと感じた。3 点目は、学生と 3 日間共に過ごし直接対話することで、現代の
学生世代の歴史認識や考え方を学ぶことができた点である。
　私は今回の研修ではアジア、米国の歴史文化、経済ビジネス、並びに教育に対する取り組み
と日本のそれらとを比較することで、私自身の大学職員としての視野も広げることができた。
4.7　趙佑鎮教授（国際交流委員会副委員長）
　上記の学生感想文や教職員の総括で示された通り、各々の知見と示唆、行動するきっかけが
得られたことは、本研修の企画責任者として幸いである。学生、教職員、経営者を中心とする
社会人の三方が満足できる研修を行うには、専門性を満たす内容、交流ネットワークのきっか
けづくり、イベントとしての話題性、日韓関係やアジアの平和といった社会性という諸々の側
面から差別化された企画をよく考えるべきであり、参加者の御指摘を参考にしながら来年度の
研修を検討していきたい次第である。
　最後になるが、今回の済州島研修視察に当たり、学園を始め、寺島実郎学長、久恒恒一学部
長以下教職員の方々に多大なるご支援をいただいた。また、公務に御多忙の下村博聞文部科学
大臣及び文部科学省関係者皆様は、フォーラムの講演と学生にとって大事な思い出になる懇談
会を受け入れていただいた。この場を借りて、研修視察に参加した教職員・学生諸君を代表し
て心より深く御礼申し上げると共に、日韓関係の深化にも貢献していきたい所存である。
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多摩大学アジアダイナミズム済州島研修視察
